
企画総務委員会資料 

令和元年 12 月３日 

政策経営部政策企画課 

公共施設の配置検討（エリアマネジメント）の方向性について 

（常盤台・前野・富士見地区） 

 
区では、平成 25年５月に「公共施設等の整備に関するマスタープラン」を策

定して以降、行政需要の変化や施設の老朽化に対応するための整備に充てられ

る財源には限りがあることを踏まえ、「公共施設等の整備に関する基本方針」（①

施設総量の抑制、②計画的な管理・保全による耐用年数の延伸、③区有財産の有

効活用）に基づき、公共施設の適正規模・適正配置を推進してきた。 

平成 31年２月には「いたばし No.１実現プラン 2021」を策定し、５つのエリ

ア（本庁舎周辺、大山東地区、常盤台地区、前野地区、富士見地区）における公

共施設の配置検討を「経営革新計画」に位置づけ、エリア全体の魅力向上やライ

フサイクルコストの縮減を念頭に、区民サービス・利便性の向上や、今後 10年

程度先を見通して戦略的な投資になるかという視点で検討を行っている。 

今般、常盤台・前野・富士見地区における公共施設の配置検討について、庁内

検討組織である板橋区公共施設マネジメント検討会「エリアマネジメント分科

会」などを経て、一定の方向性について取りまとめたので報告する。 

 

１ 検討状況 

（1）常盤台地区  ※「経営革新計画」における結論の時期：令和２年度 

中央図書館の平和公園への移転・改築を契機に、公園と文化施設が連携した

にぎわいと緑あふれるエリアとして、魅力向上を図るという視点で検討する。 

 ①現中央図書館跡地 

○現中央図書館の建物は新中央図書館の開設後に解体する。 

○解体後の敷地について、建築用途の規制などを考慮して利活用を検討する。 

○常盤台区民事務所の移転や、公園機能の拡充、一部図書館サービス機能の

提供、駅周辺における自転車駐車場の安定的な運営等の諸課題への対応を

検討する。 

 ②常盤台区民事務所 

○利便性向上の観点から、区民事務所機能を現中央図書館跡地へ移転する。 

○機能移転後については、行政需要に応じた利活用を検討する。 

□板橋土木事務所については、環状八号線以南において、交通利便性や資材

置場等のスペース確保の観点で、移転先を決める必要がある。 

 ③保育園の民営化 

◎ときわ台保育園について、「公立保育所の民営化計画（第１期）」において

民営化準備に着手する保育園として選定されている。 

○個別計画の公表に向けて、民営化年度及び民営化手法を検討する。 

 

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 1 



④集会所の適正配置 

◎水久保公園内集会所については、集会所の「適正規模・適正配置の実現に

向けた方針」に基づいて平成 27 年度に定めた方向性のとおり、集約・複

合化に向けて検討し、建物を解体して建ぺい率超過を解消する。 

□近接する３つの集会所（常盤台地域集会室、東新集会所、水久保公園内集

会所）について、施設の利用率等を踏まえた集約の必要がある。 

 ⑤教育科学館 

◎「板橋区教育科学館のあり方検討報告書」（平成 27年２月）に沿って、利

用頻度の低い施設の機能見直しを進めつつ、区内全域を対象とした科学教

育の拠点として、更なる充実を図る。 

□今後の設備更新や改修を見据え、その手法や施設のあり方を検討し、SDGs

の推進や中央図書館と連携したエリアの魅力向上を図る必要がある。 

 

（2）前野地区  ※「経営革新計画」における結論の時期：令和３年度 

エコポリスセンター等のあり方検討を契機に、多世代が支え合い、交流し、

安心して住み続けられるエリアとして魅力向上を図る。 

①地域センター・レクホールの集約化 

◎地域センターの改築・改修の際はレクリエーションホールとの集約を検討

することとしていることから、エコポリスセンター（前野地域センター）

の改修と合わせて地域センター・レクホールを集約する。 

□エコポリスセンターや前野いこいの家の貸室として利用ができるスペー

スを活用しながら、前野ホールと前野地域センターとの集約の必要がある。 

 ②前野町三丁目集会所・まえの福祉作業所 

◎前野三丁目集会所について、集会所の「適正規模・適正配置の実現に向け

た方針」に基づいて平成 27 年度に定めた方向性のとおり、まえの福祉作

業所の移転に合わせて廃止し、近隣の高齢者福祉施設や都営住宅の集会所

利用等の代替策で対応する。 

□まえの福祉作業所については、早期の移転先確保の必要がある。 

 ③エコポリスセンター 

□エコポリスセンターのあり方の検討状況に留意しながら、SDGsの推進や、

区内全域を対象とした環境教育の拠点であることを踏まえた施設の規模

や配置としていく必要がある。 

④おとしより保健福祉センター 

○地域包括ケアシステムの構築を推進する施策・事業の大要を担うとともに、

関係事業の企画調整を行うという組織の役割を踏まえ、本庁舎周辺への配

置に向けて検討する。 

□建物としてのその後の利活用を見据え、併設の前野福祉園及び前野高齢者

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 2 



在宅サービスセンターの検討状況に留意する必要がある。 

 

（3）富士見地区  ※「経営革新計画」における結論の時期：令和２年度 

旧板橋第三小学校の跡地活用を契機として、健やかな育ち・学びを地域ぐる

みで支えるエリアとして防災力・区民サービスの向上を図る。 

①旧板橋第三小学校跡地活用 

◎（仮称）子ども家庭総合支援センターの整備後、残る西側エリアについて

は、旧板橋第三小学校跡地活用基本構想に基づいて、広場及び集会機能等

を確保する。 

○（仮称）子ども家庭総合支援センターの配置規模の変更を踏まえ、西側エ

リアに配置する機能のうち、区内全域を対象とする機能について調整を行

い、併せて旧板橋第四中学校跡地活用との整合を図る。 

□いたばし総合ボランティアセンターについて、災害時の受援体制の検討状

況に留意して再配置する必要がある。 

□公文書館について、区内全域を対象とする施設であることを踏まえ、公文

書館の機能にふさわしい移転先を決定する必要がある。 

②旧板橋第四中学校跡地活用 

◎旧校舎内の南部公園事務所については、土木・公園事務所の業務体制の検

討に留意しつつ、整備を予定している板橋公園に移転する。 

○富士見地域センター及び板橋フレンドセンター、富士見地区への適正配置

が必要な富士見台児童館（現在地は前野地区）の機能を確保する方向で検

討する。 

□その他の機能についても、旧板橋第三小学校跡地活用との整合性を確保す

る必要がある。 

③保育園の民営化 

◎板橋保育園について、「公立保育所の民営化計画（第１期）」に基づいて、

都営板橋富士見アパート内敷地において、令和６年度に民営化する。 

④地域包括支援センターの適正配置 

○常盤台地区内にある富士見地域包括支援センターについては、令和元年６

月に地域包括支援センターの圏域の見直しが実施されていることを踏ま

え、適正配置の早期実現に向けて検討する。 

 

  凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 
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２  今後のスケジュール 

令和元年 12月中旬  区民説明会（４か所） 

 

 

＜参考１＞ 本庁舎周辺公共施設再編方針について 

 民間活力の活用(PPP)と行政機能の集約により、区民サービスの向上をめざす。 

① 旧保健所跡地活用 

・旧保健所に行政執務スペース（およそ 5,000〜5,300 ㎡）を確保し、区民

サービス・利便性の向上を図る。 

・民間活力の活用手法を用いて、財政負担の軽減を追求する。 

 ②本庁舎北側公有地 

・民間事業者に土地を貸し付けることで地代収入を確保する。 

・区有地がより整形となるよう、土地交換に向けて基本合意書の締結等の手

続きを進める。 

 ③情報処理センター 

・本庁舎北館改修を見通し、民間事業者への建物の貸付や最終的な売却等を

視野に、総床面積の抑制をめざす。 

 

 

＜参考２＞ 区議会第２回定例会以降の動きについて 

〔区民説明会〕 

日   時 令和元年７月 22日～25日 

会   場 グリーンホール、常盤台地域センター、前野地域センター、 

富士見地域センター 

  参 加 者 57名 

  主 な 意 見（常盤台・前野・富士見） 

・現中央図書館には、図書館の機能を残してほしい。 

・前野地区の集会機能の集約については、不便にならないように考えて

ほしい。 

・旧板橋第三小学校の跡地では、集会所機能を確保してほしい。 

 〔陳 情 等〕 

公共施設の配置検討（エリアマネジメント）に関連して、区議会令和元年

第２回定例会以降、８件の陳情が受理されている。（採択１件、不採択３件、

継続審査４件）。 
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別添 
 

エリア毎の施設配置 

 
１ 各エリアの基本的な考え方 
① 本庁舎周辺施設の配置検討 

対象施設 旧保健所跡地、本庁舎北館、情報処理センター、本庁舎北側公有地 等 

検討の方向性 旧保健所跡地を核として、本庁舎周辺の行政機能の集約と低未利用の用地及び施

設の活用を図るために、周辺施設の再編・整備について検討します。 

主な課題 ・まちづくり事業の進展、児童相談所の設置等に伴う庁舎スペース需要の増 

・旧保健所、北側公有地の低未利用の解消 

・男女平等推進センター、情報処理センター内の事務所機能の適正配置 

②大山駅東地区周辺施設の配置検討 

対象施設 区立文化会館、板橋第一中学校、グリーンホール 等 

検討の方向性 行政機能の適正配置と周辺地域のまちづくりと連動したエリアの魅力向上を図る

ために、板橋第一中学校・区立文化会館を中心に、施設の再編・整備について検

討します。 

主な課題 ・板橋第一中学校の改築時期及び手法（魅力ある学校づくりプランとの整合） 

・更新時期を見据えた施設のあり方 

（文化会館・グリーンホール・板橋福祉事務所等） 

③常盤台地区周辺施設の配置検討 

対象施設 現中央図書館、常盤台区民事務所、東新いこいの家、教育科学館 等 

検討の方向性 中央図書館の平和公園における移転・改築を契機として、行政機能の適正配置

と、文教施設を中心としたエリアの魅力向上を図るために、周辺施設の再編・整

備について検討します。 

主な課題 ・現中央図書館の跡地活用 

・集会施設の適正配置 

・中央図書館移転後の、教育科学館を中心としたエリアとしての魅力向上 

④前野地区周辺施設の配置検討 

対象施設 エコポリスセンター、おとしより保健福祉センター、前野ホール 等 

検討の方向性 おとしより保健福祉センターのあり方検討を契機に、行政機能の適正配置を図る

ために、周辺施設の再編・整備について検討します。 

主な課題 ・更新時期を見据えた施設のあり方 

（おとしより保健福祉センター、エコポリスセンター） 

・福祉園の効率的な運営に向けた検討 

・地域センター、レクリエーションホールの集約に向けた検討 

⑤富士見地区周辺施設の配置検討 

対象施設 旧板橋第四中学校（フレンドセンター、文書倉庫 等）、旧板橋第三小学校 等 

検討の方向性 旧板橋第三小学校跡地活用を契機として、行政機能の適正配置と防災力の向上を

中心としたエリアの価値向上を図るために、周辺施設の再編・整備について検討

します。 

主な課題 ・旧板橋第三小学校の跡地活用（西側エリア）における具体的な整備内容の検討 

・旧板橋第四中学校の跡地活用における整備方針の検討 
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２ 各エリアにおける現状の配置状況と方向性 

（１）本庁舎周辺・大山東地区周辺 

   エリアコンセプト案（本庁舎周辺）  「駅前・本庁舎周辺の立地を活かした、利便性の高いエリア」 

   エリアコンセプト案（大山東地区周辺）「駅前周辺の立地を活かした、文化・交流を育むエリア」 

 

仲宿母子アパート 
（仲宿保育園） 

板橋第三中学校 

氷川児童館 
（小規模保育園） 

氷川図書館 

板橋第二小学校 

板橋第五中学校 

板橋第四小学校 

ハイライフプラザ 

板橋駅前用地 

板橋第六小学校 

板橋第二中学校 板橋第七小学校 

（本庁舎周辺） 

旧保健所跡地を核として、本庁舎周辺の

行政機能の集約と低未利用の用地及び

施設の活用を図るために、周辺施設の再

編・整備について検討する 

（大山東地区周辺） 

板橋第一中学校・区立文化会館を中心に、行

政機能の適正配置と周辺地域のまちづくりと

連動したエリアの魅力向上を図るために、周

辺施設の再編・整備について検討する 

昭和 30年代建設校のため、
優先的に検討する 

本庁舎北側公有地 

昭和 30年代建設校のため、

優先的に検討する 

旧保健所 

設備等の計画的な更新
を行う 

旧板橋第九小学校 

公益エリアの具体的な整備内
容を定めていく 

施設の更新時期を見据え、
施設のあり方と併設施設
の方向性を検討する 

施設の更新時期を見据
え、施設のあり方につい
て検討する 

建物内施設の移転先を検

討し、移転後の利活用を
検討する 

加賀福祉園 

史跡公園予定地 東板橋体育館 

東板橋図書館 

仲宿まちづくり推進住宅 

みなみ保育園 

中板橋保育園 

板橋いこいの家 

板橋地域センター いこいの家利活用の検
討を進める 

栄町集会所 

かないくぼ保育園 南板橋児童館 

下板橋駅前集会所 

こども動物園管理舎 
（東板橋庭球場管理棟） 

大山東児童館 
（大山東集会所、 

小規模保育園） 

板橋区保健所 
（男女平等推進センター） 情報処理センター 

（消費者センター等） 

本庁舎北館 

グリーンホール 
（板橋福祉事務所、 

男女平等推進センター等） 

板橋第一中学校 

区立文化会館 

板橋第七小学校 

あいキッズ 

熊野地域センター 

幸町集会所 

仲町地域センター 
（仲町区民事務所、 

仲町ふれあい館等） 

 弥生保育園 
（弥生児童館） 

やよい住宅 

弥生小学校 
山中児童遊園内集会所 

中根橋小学校 

中根橋小学校 

あいキッズ 

板橋交通公園管理事務所 
（板橋交通公園内集会所） 

板橋第一小学校 

仲宿地域センター 

仲宿いこいの家 
（仲宿集会所） 

本庁舎南館 

旧みなみ児童館 

板橋公園の整備と合わ
せて施設整備について
検討する。 

効率的な運営に向けた
検討を進める 

旧中板橋児童館 

旧母子生活支援施設弥生荘 

 

検討対象集会所 

廃止対象集会所 

いこいの家利活用の検
討を進める 

廃止対象集会所 

◎民間事業者に土地を貸し付けることで地代収
入を確保する。 

◎区有地がより整形となるよう、土地交換に向

けて基本合意書の締結等の手続きを進める。 

◎旧保健所に行政執務スペース（およそ 5,000〜
5,300㎡）を確保し、区民サービス・利便性の
向上を図る。 

◎民間活力の活用手法を用いて、財政負担の軽減
を追求する。 

◎本庁舎北館改修を見通し、民間事業者
への建物の貸付や最終的な売却等を視
野に、総床面積の抑制をめざす。 

○令和２年度は国勢調査の作業・審査
会場として暫定的に活用する。 

□工事手法や工事期間、グルー
プ編成手法等について総合的

に検討する。 
※魅力ある学校づくりプランＧ
グループ 

□工事手法や工事期間、グルー
プ編成手法等について総合的

に検討する。 
※魅力ある学校づくりプランＧ
グループ 

◎「公立保育所の民営化計画（第 1期）」
における民営化対象園（令和４年度） 

◎旧弥生荘の解体後、一体的な土地利用に
より保育園の民営化と児童館の建替えを
実施する。 

◎建物自体の老朽化を踏まえ、閉園に向けた取り組みと
して、入園申込みの新規受入を停止している。 

◎在園児について、優先的に転園措置を実施している。 

200ｍ 

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 

Ｎ 
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（２）常盤台地区 

エリアコンセプト案「公園と文化施設が連携した、にぎわいと緑あふれるエリア」 

 

現中央図書館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上板橋第三中学校 

上板橋第一中学校 

常盤台小学校 

富士見地域包括支援センター 
（常盤台集会所） 

前野ホール 

南前野保育園 
（南前野児童館） 

西前野保育園 
（前野町六丁目集会所） 

ときわ台保育園 

水久保公園内集会所 

東新集会所 
（東進いこいの家、 

旧東新ベビールーム） 

常盤台区民事務所 
（板橋土木事務所、 

常盤台地域集会室） 
上板橋健康福祉センター 

（上板橋健康福祉センター内集会所） 

七軒家集会所 

上板橋第四小学校 

上板橋体育館 

桜川中学校 

桜川小学校 

桜川いこいの家 
（文書倉庫） 

上板橋小学校 

集会所の適正配置を検討する 

中央図書館の移転・改築を契

機に、教育施設を中心とした

エリアの魅力向上を図る 

プラネタリウム設備の更新
を見据え、施設のあり方につ

いて検討する 

公園内建ぺい率超過の解
消に向けて検討する 

移転・改築後の跡地利用を

検討する 

 上板橋駅北自転車駐車場 

昭和 30年代建設校のため、
優先的に検討する 

昭和 30年代建設校のため、
優先的に検討する 

施設の老朽化を踏まえ、区民事務所
及び板橋土木事務所の適正配置を
検討する 

併設の東新いこいの家、
旧東新ベビールームの

利活用を検討する 

○現中央図書館の建物は新中央図書館の開設
後に解体する。 

○解体後の敷地について、建築用途の規制な
どを考慮して利活用を検討する。 

○常盤台区民事務所の移転や、公園機能の拡

充、一部図書館サービス機能の提供、駅周
辺における自転車駐車場の安定的な運営等
の諸課題への対応を検討する。 

まえの福祉作業所 
（前野町三丁目集会所） 

 

 

中台小学校 

常盤台四丁目第 2アパート 

 

上板橋保育園 
（上板橋児童館、 

小規模保育園） 

 緑ヶ丘第二公園内集会所 

 

 
 
南常盤台一丁目集会所 

東山公園内集会所 

南常盤台二丁目アパート 

 

弥生小学校 

  

富士見台児童館 
（富士見台集会所、 

小規模保育園） 
富士見台小学校 

エコポリスセンター 
（前野地域センター、 

前野いこいの家） 

ときわ台駅北口 
第一自転車駐車場 

前野町ベビールーム 

志村第一中学校 

前野小学校 

 
中台中学校 

 
中台地域センター 

 中台小規模保育園 

いこいの家利活用及び併設の文書倉庫
について検討を進める 

廃止対象集会所 

検討対象集会所 

旧ときわ台児童館 

新中央図書館 

教育科学館 
（常盤台地域センター） 

施設の更新時期を見据
え、施設のあり方につい
て検討する 

 

○利便性向上の観点から、区民事務所機能を現中
央図書館跡地へ移転する。 

○機能移転後については、行政需要に応じた利活
用を検討する。 

□板橋土木事務所については、環状八号線以南に

おいて、交通利便性や資材置場等のスペース確
保の観点で、移転先を決める必要がある。 

◎「公立保育所の民営化計画（第１期）」
において民営化準備に着手する保育園

として選定されている。 
○個別計画の公表に向けて、民営化年度
及び民営化手法を検討する。 

◎水久保公園内集会所については、集会所の「適正
規模・適正配置の実現に向けた方針」に基づいて

平成 27年度に定めた方向性のとおり、集約・複合
化に向けて検討し、建物を解体して建ぺい率超過
を解消する。 

□近接する３つの集会所（常盤台地域集会室、東新
集会所、水久保公園内集会所）について、施設の
利用率等を踏まえた集約の必要がある。 

◎改築の方向で検討する。 
※魅力ある学校づくりプランＤグループ 

◎維持改修の方向で検討する。 
※魅力ある学校づくりプランＤグループ 

◎「板橋区教育科学館のあり方検討報告書」（平成

27年２月）に沿って、利用頻度の低い施設の機
能見直しを進めつつ、区内全域を対象とした科
学教育の拠点として、更なる充実を図る。 

□今後の設備更新や改修を見据え、その手法や施
設のあり方を検討し、SDGsの推進や中央図書館
と連携したエリアの魅力向上を図る必要があ

る。 

200ｍ 

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 

Ｎ 

○常盤台地区内にある富士見地域包括支援
センターについては、令和元年６月に地

域包括支援センターの圏域の見直しが実
施されていることを踏まえ、適正配置の
早期実現に向けて検討する。 
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（３）前野地区 

   エリアコンセプト案「多世代が支え合い、交流し、安心して住み続けられるエリア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
見次公園内集会所 

おとしより保健福祉センター 
（前野福祉園・前野高齢者在宅サービスセンター） 

特別養護老人ホームみどりの苑 
（みどりの苑デイサービスセンター） 

エコポリスセンター 
（前野地域センター・前野いこいの家） 

前野小学校 

まえの福祉作業所 
（前野町三丁目集会所） 

前野ホール 

富士見台児童館 
（富士見台集会所、小規模保育園） 

富士見台小学校 

南前野保育園 

（南前野児童館） 
西前野保育園 

（前野町六丁目集会所） 

 

教育科学館 
（常盤台地域センター） 

 

北前野小学校 

新中央図書館  

施設の更新時期を見据
え、施設のあり方につい
て検討する 

特別養護老人ホームの民営化
について検討を進める 

福祉園の効率的な運営及び高
齢者在宅サービスセンターの
廃止について検討を進める 

施設の更新時期を見据え、

施設のあり方・適正配置に
ついて検討する 

併設のいこいの家利活用
の検討を進める 

施設の老朽化を踏まえ、福祉作業
所の適正配置と集会所の廃止に向
けた検討を進める 

レクホールと地域センターの集

約について検討する 

前野町ベビールーム 

志村第一中学校 

志村第一小学校 

清水地域センター 
（清水いこいの家、 

清水図書館） 

大原生涯学習センター 

 

中台二丁目集会所 

 
中台小学校 

 
中台地域センター 

 中台中学校 

 

 

向台保育園 

中台ふれあい館 

 緑小学校 

 

緑が丘保育園 
（緑が丘児童館） 

 

中台三丁目集会所 

 

 

志村小学校 

志村児童館 
（志村小学校あいキッズ） 

志村第二小学校 

志村図書館 
（志村コミュニティホール） 

 
上板橋第三中学校 

ときわ台保育園 

  
水久保公園内集会所 

常盤台区民事務所 
（板橋土木事務所、 

常盤台地域集会室） 

志村第三小学校 

清水児童館 
（清水町第二集会所、 

小規模保育園） 

旧清水図書館 

前野町三丁目第２アパート 

本蓮沼公園内集会所 

志村第二中学校 

さかうえ保育園 
（さかうえ児童館、 

小豆沢集会所） 

志村坂上地域センター 
（志村坂上区民事務所） 

レクホールと地域セン

ターの集約について検
討する 

レクホールと地域セン

ターの集約について検
討する 

◎地域センターの改築・改修の際はレクリエーショ
ンホールとの集約を検討することとしていること
から、エコポリスセンター（前野地域センター）

の改修と合わせて地域センター・レクホールを集
約する。 

□エコポリスセンターや前野いこいの家の貸室とし

て利用ができるスペースを活用しながら、前野ホ
ールと前野地域センターとの集約の必要がある。 

◎前野三丁目集会所について、集会所の「適正規模・適
正配置の実現に向けた方針」に基づいて平成 27年度
に定めた方向性のとおり、まえの福祉作業所の移転に

合わせて廃止し、近隣の高齢者福祉施設や都営住宅の
集会所利用等の代替策で対応する。 

□まえの福祉作業所については、早期の移転先確保の必

要がある。 

□エコポリスセンターのあり方の検討状況
に留意しながら、SDGsの推進や、区内全
域を対象とした環境教育の拠点であるこ

とを踏まえた施設の規模や配置としてい
く必要がある。 

○地域包括ケアシステムの構築を推進する施策・事
業の大要を担うとともに、関係事業の企画調整を

行うという組織の役割を踏まえ、本庁舎周辺への
配置に向けて検討する。 

□建物としてのその後の利活用を見据え、併設の前

野福祉園及び前野高齢者在宅サービスセンターの
検討状況に留意する必要がある。 

200ｍ 

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 

Ｎ 

児童館の適正配置につい

て、跡地の活用と合わせて
検討する 
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（４）富士見地区 

   エリアコンセプト案「健やかな育ち・学びを地域ぐるみで支えるエリア」 

 

 
 

 

本町集会所  
 

  

 

 

 

板橋保育園 

大和いこいの家 
（大和集会所） 

板橋第八小学校 

富士見台小学校 

大原生涯学習センター 

施設の更新時期を見据え、施設の
あり方について検討する 

フレンドセンターの適正配置及び併設の
文書倉庫の移転先について検討する 

南部公園事務所について、土木・公園

事務所の業務体制の検討を踏まえて、
移転時期を検討する 

いこいの家利活用の
検討を進める 

検討対象集会所 

旧板三小跡地活用の検討と合わ

せて、今後の配置先について検討
する 

既存建物の状況や、交通・防災面などの立地特性

を踏まえて、将来需要を見通した敷地の有効活

用について検討する 

子ども家庭総合支援センターの整備に係る検討

の進捗状況を見極めながら、西側エリアの整備

内容について、旧板四中の再整備と合わせて検

討を進める 
富士見地域包括支援センター 

（常盤台集会所） 

 富士見台児童館 
（富士見台集会所、小規模保育園） 

児童館の適正配置につい
て、跡地の活用と合わせて

検討する 

清水地域センター 
（清水いこいの家、 

清水図書館） 

志村第一小学校 

旧清水図書館 清水児童館 
（清水町第二集会所、 

小規模保育園） 

志村第三小学校 

本蓮沼公園内集会所 

志村第一中学校 

前野町ベビールーム 
 

前野ホール 

清水町集会所 

 
板橋本町駅前 
第一自転車駐車場 

 
中根橋小学校 

中根橋小学校 

あいキッズ 氷川児童館 
（小規模保育園） 

板橋第三中学校 

仲宿母子アパート 
（仲宿保育園） 

仲宿まちづくり推進住宅 

仲宿いこいの家 
（仲宿集会所） 

仲宿地域センター 

 上板橋第一中学校 

中板橋保育園 

山中児童遊園内集会所 

併設のいこいの家利活用の
検討を進める 

検討対象集会所 

売却する 

廃止対象集会所 

旧板橋児童館 

板橋フレンドセンター 
（南部公園事務所、文書倉庫） 

富士見地域センター 
（板橋フレンドセンター体育館） 

まえの福祉作業所 
（前野町三丁目集会所） 
 

公文書館 
（ボランティアセンター等） 

旧板橋第九小学校 

◎（仮称）子ども家庭総合支援センターの整備後、残る西
側エリアについては、旧板橋第三小学校跡地活用基本構

想に基づいて、広場及び集会機能等を確保する。 
○（仮称）子ども家庭総合支援センターの配置規模の変更
を踏まえ、西側エリアに配置する機能のうち、区内全域

を対象とする機能について調整を行い、併せて旧板橋第
四中学校跡地活用との整合を図る。 

□いたばし総合ボランティアセンターについて、災害時の

受援体制の検討状況に留意して再配置する必要がある。 
□公文書館について、区内全域を対象とする施設であるこ
とを踏まえ、公文書館の機能にふさわしい移転先を決定

する必要がある。 

◎旧校舎内の南部公園事務所については、土木・公園事
務所の業務体制の検討に留意しつつ、整備を予定して

いる板橋公園に移転する。 
○富士見地域センター及び板橋フレンドセンター、富士
見地区への適正配置が必要な富士見台児童館（現在地

は前野地区）の機能を確保する方向で検討する。 
□その他の機能についても、旧板橋第三小学校跡地活用
との整合性を確保する必要がある。 

◎板橋保育園について、「公立保育所の民営
化計画（第１期）」に基づいて、都営板橋
富士見アパート内敷地において、令和６

年度に民営化する。 

子ども家庭総合支援センター予定地 ○常盤台地区内にある富士見地域包括支援

センターについては、令和元年６月に地
域包括支援センターの圏域の見直しが実
施されていることを踏まえ、適正配置の

早期実現に向けて検討する。 

200ｍ 

凡例：◎→これまでに方向性を決定し、公表済の事項 

   ○→今回方向性を定めた事項 

   □→今後検討が必要な事項 

Ｎ 
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